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「IVナース指導者養成研修」は、各医療機関で充

実したIVナースの育成が図れるよう、その指導に

必要な知識やスキルを身につけてもらうための研

修です。プログラムは、国際医療福祉大学成田病

院看護部長の道又元裕先生が総監修を担当。ほか

に臨床で活躍している6名のエキスパートが講師

を務め、IVナース指導者として必要な知識・技術・

態度が修得できる内容構成になっています。静脈

注射等に必要な手技・管理についての知識と技術

のほか、教育体制や教育技法、指導プログラムの

作成についても学ぶことができます。

2019年度の研修は、9～12月の土・日曜6日間

の日程で行われました。東京、神奈川、青森、石

川など全国から特に興味をもたれて集まった9名

の看護師のみなさんが受講。講義は、座学だけで

なく、演習やロールプレイング、グループワーク

などが取り入れられています。プログラムが進行

するにつれ、受講者の間には一緒に学ぶ仲間とし

ての意識も芽生え、研修に対する意欲も高まった

ようです。

2019年度研修の最後となる5・6日目は、11月

30日、12月1日で行われました。両日の講師を務

めたのは、国立循環器病研究センターに勤務する

教授システム学修士の政岡祐輝先生です。ほかに

5～6名のファシリテーター（進行を円滑にして目

的を達成できるよう中立的な立場から働きかける

役割を担う）らが、受講生をサポートしました。

研修5日目のテーマは「IVナース院内指導に必要

な知識とスキル」。政岡先生は「効果的・効率的に

学ぶためには、『学習目標』・『評価方法』・『学習

方略』の整合性をとることが重要」と述べました。

そして、研修では知識を得る(INPUT)だけでなく、

それを実際に活かせるように処理・加工して 

(THROUGHPUT)、実践する(OUTPUT)ところまで

トレーニングすることが有効であるとしました。今

回の研修では、この考え方のもと、受講者が自ら考

え、動き、学ぶことを中心に講義が行われました。

5日目の午前中には、コーチングスキルやラー

静脈注射や静脈路確保、輸液管理を安全で確実に行える知識と技術を有することを認定された看護師
「IVナース」の育成は、各医療機関で積極的に進められています。半面、その指導者の育成となると十
分であるとはいえません。このような状況を受け、ニプロ株式会社では、2019年度新たに「IVナース
指導者養成研修」をスタートさせました。この研修の様子を今号と次号の2回にわたってご紹介します。

知識・技術・態度を修得
「IVナース指導者養成研修」リポート

TOP I C S

IVナースの院内指導を支える
新たな研修がスタート

独自のプログラムで
必要な知識とスキルを学ぶ〈研修5日目〉

5・6日目の研修は
グループに分かれて受講

講師の政岡祐輝先生
1

2019年度「IVナース指導者養成研修」
開催日：2019 年 9 月 14 日・15 日、10 月 26 日・27 日、
　　　　11 月 30 日・12 月 1 日（全 6 日間）
研修場所：医療研修施設 ニプロ iMEP

［プログラム］
総監修：道又元裕先生（国際医療福祉大学成田病院　看護部長）

事前学習

1日目

5日目

6日目

2日目

3日目

4日目

e ラーニング

IVナース指導者養成概論

IVナース院内指導に必要な知識とスキル

IVナース院内指導プログラムの作成と実施

シミュレーション教育とは
効果的なチーム作りを目指した医療安全教育

安全な手技・輸液管理を目指して
各血管デバイスの手技や管理のポイント①
（中心静脈カテーテル、PICCの取り扱い、中心静脈ポートの管理）
安全な手技・輸液管理を目指して
各血管デバイスの手技や管理のポイント②
（患者への説明と指導、採血、抹消血管確保）

安全な手技・輸液管理を目指して
各血管デバイスの手技や管理のポイント③
（輸液ポンプ、シリンジポンプの取り扱い）
安全な手技・輸液管理を目指して
各血管デバイスの手技や管理のポイント④
（皮膚障害の予防、急変時の対応、アナフィラキシーショック）
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ニングファシリテーションなど研修の企画・実施

にあたって知識やテクニックの講義がありまし

た。その後、個々の受講者が準備してきた研修プ

ログラムに基づいて演習を行いました。グループ

ごとに受講者は模擬指導者・学習者・評価者とな

り、模擬患者に扮したファシリテーターも交えて、

ロールプレイングを実施。演習後、コーチングス

キルを生かせているか、フィードバックにつなが

る指導ができているかなどを確認しました。

午後には、午前中のロールプレイングを受けて、

教育に欠かせない評価方法のツールであるチェッ

クリストを作成。さらにそのリストを活用して技

術研修を行い、受講者が目指している研修プログ

ラムにリストが適しているかを検証しました。

実際の指導場面を想定しての演習・実習に、最

初は戸惑いもみられた受講生たちでしたが、グル

ープの仲間と一緒に取り組むうちにリラックス。

積極的に意見交換する様子がみられました。

　医療安全の充実と医療

者の問題解決能力および

スキルの向上を支援する

ため、医療職者向けの専門

的研修施設として開設さ

れました。模擬病室（個室・

4名室）、日本家屋を模した在宅医療・介護研修が可能な

研修室、X線シネアンギオ室などの研修室に加え、高規格

シミュレーターや各種医療機器を備え、さまざまな研修

に対応できます。看護職向けの各種研修も行っています。

滋賀県草津市野路町3023

https://www.nipro.co.jp/
corporate/imep/

個室模擬病室

医療研修施設 ニプロiMEP（アイメップ）

ロールプレイングによる
研修

受講者は模擬指導者、
模擬学習者、模擬評価者になる

みなさんは「教え方」に

ついて体系的な教育を受け

たことはありますか。この

実地指導コースは、OJTを

担当する看護師が必要なス

キルを習得するもの。コー

ス設計には教育工学や教育

学の専門家が携り、ロール

プレイングを交えながら実

施。実地指導に必要なコン

ピテンシー（高い業績や成果につながる行動特性）が着

実に身につけられるよう工夫されています。 

ナースが地域の自慢のおみやげをご紹介！

自慢の

おみやげ
Collection

医療研修施設　ニプロiMEP
課長

川口雅代さん

今回の推薦者

創業100年以上の老舗酒蔵の新

ブランド。湖の国で知られる近

江の水と米から作られ、すっき

りと飲みやすい口当たりです。

純米吟醸を冷やでいただくのが

お気に入り。オススメです。

三連星 純米吟醸（白）山田錦

1.8L 3200円（税別）

720mL 1600円（税別）

美冨久酒造株式会社

0748-62-1113

vol.10
滋賀県 三連星

じ
看護の学びに
役立つ情報を紹介します

みがき

Let’s

みがきvol.10

主催：関西クリティカルケアコミュニティ
開催地：兵庫県神戸市 日程： 2020年5月9日〜6月21日（4日間）
※詳細はホームページを参照

http://kansai-ccc.jp/ナースのための教え方スクールー実地指導者コー /

ナースのための教え方スクール
〈実地指導コース〉
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ベスリクリニック
臨床心理士
泉本まり子さん

解説

好意をそのまま受け止めてしまわずに
患者さんが何か問題を抱えていないか見守る姿勢で。

担当の男性患者さんから必要以上の好意を示されます。
嫌でたまらず、うまくかかわれません。

ナース
の

ストレ
ス攻略

術

心のモ
ヤモヤ

を

スッキリ
解決！

今回のストレス

vol.7

患者さんからの好意は距離を取りづらいですし、仕事

もしづらく、負担になってしまいますよね。

患者さんから治療者に対して向けられる好意を、精神

分析においては「転移」と呼び、過去に体験した感情を

ほかの人に向けていると考えられています。その患者さ

んはあなたと接しているなかで、両親、家族、恋人など

との関係のなかで抱いていた感情を向けていたり、無意

識のうちに叶わなかった欲求を満たそうとしているのか

もしれません。対応としては、患者さんからの好意をそ

のまま受け止めすぎず、患者さん自身に何か別の問題が

あるのだと見守る姿勢が大事になります。

しかし、嫌な気持ちのままでは仕事がしづらいことと

思います。このような場合は、「自分以外のスタッフも対

応するようにして接触の頻度を減らす」「自分は仕事とし

てかかわっていることを明確にする」「患者さんが何か行

動に移し始めたら相談できる人を決めておく」など、段

階ごとの対処法をあらかじめ用意しておくと安心です。

一方で、治療者側から患者さんに向いた転移した感情

を「逆転移」といいます。その嫌悪感は、もしかしたら

あなたが日常的または過去に誰かに抱いていた感情かも

しれません。その患者さんの何に嫌悪感を抱いているの

か、自分の気持ちを整理してみることも必要でしょう。
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